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Ⅰ
はじめに
医療の高度化にともない、専修学校での教育から大学教育への移行が
進展しつつあるわが国の看護学教育の分野では、毎年約10校のペース
で大学の新設が続き、常に大学教員の需要が供給を上回る状況が続いて
いる。この動きの中で、看護系大学が資質の高い看護職の育成という社
会の要請に応えていくためには、看護職としての実践能力と看護を学問
として教授する能力の両方を兼ね備えた大学教員の能力を組織的に開発
していく全国的な体制を構築することが喫緊の課題となっている。
そこで、千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター
は、平成22年３月、文部科学大臣より「看護学教育研究共同利用拠点」
として認定を受けた。この「看護学教育研究共同利用拠点」における
活動の一つとして、平成23年度から、「看護学教育におけるFDマザー
マップの開発と大学間共同活用の促進」と称する５か年のプロジェクト
を開始した。
このプロジェクトは、看護学教育におけるその特質をふまえた体系的
なFDのプログラム表である「FDマザーマップ」および「FDプランニ
ング支援データベース」を開発し、大学間での共同活用を促進する事を
目的としている。これは、わが国の看護系大学全体としての教育の質の
向上を目指す、という意図のもと、看護系大学教員に求められる能力を
行動レベルで示したマップを初めて開発することで、これまで大学単
位で行われてきたFDの企画・実施・評価に関する大学間の交流の促進
と、看護系大学の人的・物的資源を相互に活用し合う体制を構築しよう
とするものである。
ここで、「マザー」としたのは、各看護系大学においては、このマザー
マップを参考に独自のマップを作成することを意図したためであり、看
護学教育におけるFD活動のための基になることを願って命名した。
この「FDマザーマップ」を利用することで、各看護系大学は必要な
FDの内容を分析でき、現状を可視化できる。さらに、並行して開発中
の「FDプランニング支援データベース」を併せて利用することで、FD
に利用できる資料（物的資源）や講師（人的資源）などを検索でき、大
学間の相互交流が活性化や、FD実施後の評価を集約していくことも可
能となる。
看護学教育の分野において初めて開発されたFDマザーマップが、看
護系大学教員のFD活動推進のための起点として活用され、FDの質の
向上から看護系大学の組織的発展に貢献できることを願っている。
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開発の経緯
１．FDマザーマップ開発の目的
　「看護学教育におけるFDマザーマップ」を開発する目的は、看護学
教育の特質をふまえた、看護系大学教員に求められる能力を行動レベル
で示した体系的な見取り図（マップ）を作成し、看護系大学における
FDの企画・実施・評価に一定の方向性を提示して、体系的なFDを支
援することである。これは、看護系大学教員の組織と個人、両側面から
の能力開発を意図している。
　また、共同利用拠点として、全国の看護系大学のFDの現状を把握す
るとともに、各大学がFDを推進するために各大学が有するFDに関す
る人的・物的資源を相互に活用し合うことのできる支援体制を構築する
ことである。
２．開発の方針　
　FDマザーマップの対象は、看護系大学教員であり、看護職の有免許
者を中心に、看護学教育に携わる人である。わが国における看護系大学
教員は、大学教員として、ならびに、看護専門職者としての両面を兼ね
備えることを求められている。そのため看護系大学教員が抱えている能
力開発上の課題および看護学教育の特徴を加味したFDを必要としてい
る。FDマザーマップは、看護系大学教員として備えるべき能力を体系
的に示したものであり、これを参考に、各大学が組織的な取り組みとし
て、自大学のFDプログラムの点検や、各大学独自のFDマップの開発、
プログラムを作成する際に活用できる。さらに、FDプログラム作成に
あたっては、各大学から提供された実績を組み込んだFDプランニング
支援データベースを、あわせて利用することで看護教育におけるFD活
動を支援できるものとする。
３．開発のプロセス
　FDマザーマップは、５年間で開発する計画である。
　開発に当たり、看護学・高等教育の専門家による専門家委員会を組織
した。専門家会議（H23、24年度　計７回）、検討会（H23、24年度
　計８回）を開催し、２年にわたる検討を重ねた。まず、FDの概念を
確認し、単に授業内容・方法の改善のための研修に限らず、広く教育の
改善、さらには研究活動、社会貢献、管理運営にかかわる教員団の職能
開発の活動全般を指すもの、いわゆる広義の概念として捉えることにし
た。
　並行して、E.F.Nicholsによる看護系大学教員に求められる能力にも
とづくFDの６領域（学内の教育、臨床の場における教育、研究、組織
運営、地域へのサービス、リーダーシップ）を参考に、専門家委員によ
る検討を加え、看護系大学教員の能力を特定した。その上で、文部科学
省による大学改革実行プラン（H24年）も参照しつつ、「基盤」「教育」
「研究」「社会貢献」「運営」の５つの区分と要素からなるFDマザーマッ
プ試案を作成した。
　次に、この試案について、専門家委員の所属していない大学５校から
協力を得てヒアリングを実施し（H24年度）、その結果を基に試案の洗
練を経て「看護学教育におけるFDマザーマップ Ver．１」が作成された。
　本活用ガイドは、平成25年度中に完成を目指す「看護学教育におけ
るFDマザーマップVer.１」の試行版である。
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プロジェクトは、次の年次計画に沿って進行中である。
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１．FDマザーマップの定義
　FDマザーマップとは、看護系大学において、看護学を学ぶ学生を対
象に教育活動を行う教員を対象に、看護系大学教員として備えるべき能
力を行動レベルで示した、体系的な見取り図である。各大学が自大学の
必要に応じて組織的に活用できることを目的に、その能力を区分して要
素を選定し、各要素の能力開発の段階をレベルで示している。
２．活用の対象
　看護系大学において、看護学を学ぶ学生を対象に教育活動を行う個々
の教員と組織を対象とする。
３．活用の利点
　FDマザーマップは、看護系大学教員が現実的に抱えている課題及び
看護学教育の特徴を加味し、看護に特化した能力を網羅するように構成
していることで、次の活用の利点を備えている。
①看護系大学教員に求められる能力の全体像が見える。
看護系大学教員に求められる能力の開発、評価において、FD企画
責任者、FD委員会の委員にとどまらず、教員個々においても活用
でき、若手教員を含む全ての看護系大学教員にとって活用可能であ
る。
②各大学独自のマップの作成を支援できる。
看護系大学教員に求められる能力の全体像が見えることから、自大
学または個人でも、強み、弱みを評価することが可能となり、能力
開発の方向性を定めることに活用できる。また、FDマザーマップ
を参考に各大学独自のマップを作成することもできる。
③各大学独自の看護に特化したFD活動の推進に役立つ。
各大学においてFDプログラムを企画・実施・評価するための具体
的な資源に関する情報をデータベース化していることで、他大学の
情報を得て、自大学のFDプログラムに活かすことができる。
４．活用の方法
１）組織としての活用
（1）自大学の教員構成に即したFDニーズ分析ツールとしての活用
　本マザーマップを活用して、自大学の教員が本マザーマップに取
り上げられた能力を、どの程度有しているのかを判断することで、
構成メンバーに即したFDニーズの分析ができる。
（2）自大学のFD活動の現状分析、評価ツールとしての活用
　本マザーマップを活用して、自組織が実施しているFD活動に
よってどのような教員の能力が育成されているのかについて、現状
分析、評価ができる。
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３）FDプランニング支援データベースとしての活用
　（1）FD活動の雛型としての活用
　本マザーマップの基本構成を雛形とすることで、すでに実施して
いるものを体系的に整理し、自大学のFDの現状を確認できる。お
よび、他大学が実施しているFDの内容を知り参考にしつつ、今後
必要と思われるFDを検討することができる。
（3）自大学の実情に即したFDマップ作製の雛型としての活用
　本マザーマップの基本構成を雛型として活用することで、各大学
の実情に即したFDマップを開発することができる。
（4）FDの計画的な企画・実施・評価のモデルとして活用
　本マザーマップに取り上げられた教員の能力をFDの達成目標と
して活用することで、自大学のFDを計画的に企画・実施・評価す
ることができる。
　
２）教員個人としての活用
（1）教員の自己評価、目標設定ツールとしての活用
　本マザーマップに取り上げられた教員の能力が、自身にどの程度
備わっているかを、日頃の大学教員としての活動状況から振り返る
ことで、看護系大学教員としての能力の自己評価、今後の能力開発
に向けた目標設定ツールとして活用できる。
　また、本マザーマップに取り上げられた教員の能力をFDの達成
目標として活用することで、これまでのFD履歴の整理、今後の計
画的なFD研修受講の計画を立てることができる。
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１．ＦＤマザーマップの全体構成
　ＦＤマザーマップは、５つの区分、「基盤」「教育」「研究」「社会貢献」
「運営」から成り、それぞれに「能力」を構成する要素を示した。
２．区分と要素
　これらの各区分は、次の要素から構成される。
１）「基盤」
　「基盤」は、看護学系大学教員に求められる能力のうち、すべての
能力の礎となる内容として、［１．看護学系大学教員としての基礎力］
［２．看護専門職としての基礎力］の２つの要素で構成されている。
　［１．看護系大学教員としての基礎力］は、看護系大学教員に求め
られる基本的な教育・研究能力とし、〈看護学の本質的理解〉〈看護学
に対する興味・関心〉〈教育活動と研究活動のバランス〉〈教員活動に
対する自己評価〉〈看護系大学教員としてのキャリア開発〉の５つの
要素で構成されている。
　また、［２．看護専門職としての基礎力］は、看護系大学教員（特
に看護職の有免許者である看護学系教員）に求められる基本的な看護
実践能力とし、〈看護専門職としての健康管理〉〈看護観〉〈看護専門
職の社会的役割〉〈看護専門職としての自律性〉〈看護専門職としての
倫理観〉〈看護実践におけるスキルの重要性〉の６つの要素で構成さ
れている。
２）「教育」
　「教育」は、看護学系大学教員が、組織の中で教育上の成果を出し
ていく際に必要とされる能力を示しており、［１．教育者マインド］
［２．カリキュラム編成］［３．入学者選抜］［４．授業運営］［５．
臨地実習指導］［６．学生支援］の６つの要素で構成されている。
　このうち、［４．授業運営］には、〈授業設計〉〈授業展開〉〈評価
とフィードバック〉、［５．臨地実習指導］には、〈実習環境・体制整
備〉〈臨地での柔軟な支援方法の工夫〉〈学生の実習経験と看護概念を
関連づける学習支援〉〈臨地での主体的学習への支援〉〈臨地での倫理
的学習への支援〉、［６．学生支援］には、〈学生生活支援〉〈キャリ
ア支援〉〈国際交流の促進〉の細目が設けられている。
３）「研究」
　「研究」は、看護学系大学教員が、研究を遂行し発展させてゆくに
あたり必要とされる能力を示しており、［１．研究者マインド］［２．
研究遂行能力］［３．研究マネジメント・調整能力］［４．普及と発信］
［５．国際化］の５つの要素で構成されている。
　このマップの作成過程では、研究者マインドの重要性がインタ
ビューや討議の中で繰り返し指摘された。そこで「１．研究者マイ
ンド」を冒頭に位置づけ、その次に、看護学研究のプロセスに沿って
要素をあげた。
　このとき、看護学研究の特徴をふまえた研究能力としては、看護実
践との関係性を示すことが重要であると考えられ、［２．研究遂行能
力］として〈看護学研究の理解〉〈クリティカルシンキングの使い方〉
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の社会貢献は各大学のミッション・ビジョンや地域特性によって大き
く影響され、大学ごとの相違があると想定されるため、要素は各大学
がＦＤとして柔軟に具体化しやすいように［１．社会貢献のあり方］
［２．看護現場のイノベーション］［３．地域貢献］の３つで構成した。
「１．社会貢献のあり方」は、各大学における社会貢献のあり方を明
確にできるようにし、［２．看護現場のイノベーション」は、〈ニー
ズ把握の方法〉〈実践への適応〉〈政策への提言〉の３つの細目を上げ
た。これは、この先の動向を見据えて整備する必要のある制度や政策
の必要性を把握し、それに根拠を与える研究を、大規模研究として組
織し発展させることのできる能力を備えることを示している。
　「３．地域貢献」は、〈看護の知見の発信と活用〉〈看護系大学のリ
ソースとしての役割〉〈産官学共同研究の実施〉の３つの細目を上げ
た。このような細目にしたのは、文部科学省による大学改革実行プラ
ンで地域貢献が求められていることも理由の一つではあるが、看護系
大学では既に各大学で具体的な地域貢献活動を実施しており、その活
動が地域に認知されてきたことが強みとなっている。この強みを正当
に評価し、その上で、さらにブラッシュアップさせてゆくための能力
として示した。
５）「運営」
　「運営」は、看護系大学教員が、教育、研究、社会貢献の能力を発
揮するためには、大学組織におけるマネジメント能力と個々の教員と
しての組織調整能力が機能することが重要となることから、能力と
して示した。これまでは大学教員の個人の力量に着目してＦＤが考
〈看護学研究の課題の見つけ方〉などの細目を10項目あげ、その10
番目に、〈研修成果をもって看護の現場にコミットする〉を設けた。
　また、看護系大学教員が研究を遂行する際には、実習や込み入った
カリキュラムの中で行う現実的な困難を伴いがちである。これも看護
系大学教員の特徴のひとつと捉えて、［３．研究マネジメント・調整
能力］を要素として上げ、その細目に〈時間のマネジメント〉〈研究
費の獲得と適切な運用〉〈研究者コミュニティの形成〉〈研究環境の整
備〉を設けた。
　次に、わが国の看護学研究の発展のために必要となる能力として、
［４．普及と発信］に〈研究のインパクト〉〈成果発信〉〈交流〉の３
項目、［５．国際化］に〈国際学会での発表〉〈国際共同研究〉〈学術
国際交流の推進〉を設けた。これは、文部科学省が主導する「大学改
革実行プラン」（H24）において大学教員に求められる能力であり、
看護学系大学教員に特徴的なことではない。しかしながら、これを要
素として取り上げたのは、日本の看護を学術的に発信することを弱み
とする教員が少なくない現状に即したためである。そこで、〈研究の
インパクト〉のさらなる細目として《看護学教育・実践の質の向上》
《看護学研究の発展》《新しい変化への対処》をあげることで、わが国
の看護系大学教員がこれらかますます強化する必要性のある能力であ
ることを強調した。
４）「社会貢献」
　「社会貢献」は、看護学系大学教員が、研究成果を現場の看護実践
の質の向上へ貢献することと、広く社会へ還元する能力を示した。こ
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３．ＦＤマザーマップの構造
　ＦＤマザーマップでは、「基盤」「教育」「研究」「社会貢献」「運営」
の５つの区分ごとの要素に応じ、要素それぞれが看護系大学教員として
の成長に合わせて発展するとして、レベルを示した。この要素とレベル
から構造化される。
　レベルは、わが国の看護系大学の現状を踏まえ、「教授」「准教授」「講
師」「助教」といった職位別ではなく、大学教員としての経験の多寡に
よって異なる能力開発の段階を、「レベルⅠ：知る」「レベルⅡ：自立し
てできる」「レベルⅢ：支援・指導、拡大できる」の３段階に分類した。
えられてきたが、これからは、個々の力を結集して組織としてのパ
フォーマンスをどれだけ上げることができるのかが、教育研究活動の
基盤となる大学組織運営の面からも求められてくる。そのための能力
を開発する必要性がある。
　これは、［１．組織と個人の理解］［２．組織文化の創造］［３．大
学組織のマネジメント］［４．組織変革時のリーダーシップ・メン
バーシップ］の４つの要素で構成されている。
　「１．組織と個人の理解」とは、臨床現場から大学教育の現場に入っ
たときに、その組織になじむことで活動しやすくなること、これをＦ
Ｄとして取り組むことで支援することを意図している。その細目に、
〈自大学・学部学科の歴史の理解〉〈自大学・学部学科の理念（ミッ
ション・ビジョン）の理解〉〈大学の組織体制の理解〉〈大学の組織人
としての態度の理解〉をあげた。
　［２．組織文化の創造］には、〈組織文化の理解・醸成〉〈自大学・
学部学科の組織文化の創造〉を、［３．大学組織のマネジメント］に
は、〈大学組織マネジメントの基礎〉〈課題遂行時のセルフマネジメン
ト〉〈ハラスメント対策〉〈リスクマネジメント〉をあげた。
　［４．組織変革時のリーダーシップ・メンバーシップ］には、細目
をあげずに要素の内容を６つの項目で示した。
　これらの区分と要素を図示したものを、Ｐ.08に示す。
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10
４．FDマザーマップ各区分
１）基 盤
基　　盤
要　　素 レベルⅠ［知る］ レベルⅡ［自立して出来る］ レベルⅢ［支援・指導、拡大できる］
１．看護系大学教員とし
ての基礎力
看護学の本質的理解 基盤1-1.1
①看護学が、看護実践の根拠を追究し、価値の創造を含め
て、その発展を目指す科学であること理解する
②諸科学との関連において、看護学独自の意義や役割を理
解する
基盤1-1.2
①看護学が、看護実践の根拠を追究し、価値の創造を含め
て、その発展を目指す科学であること踏まえて、教員活
動を展開できる
②看護学独自の意義や役割を自覚しながら、教員活動を展
開できる
基盤1-1.3
①看護学が、看護実践の根拠を追究し、価値の創造を含め
て、その発展を目指す科学であること踏まえて、他の教
員を支援できる
②看護学独自の意義や役割を自覚しながら、他の教員を支
援できる
看護学に対する
興味・関心
基盤1-2.1
①自身の看護学に対する興味・関心が、教員活動のあり方
に影響を及ぼすことを知る
基盤1-2.2
①教員活動を通じ、看護学に対する興味・関心を深化・発
展させ続けることができる
基盤1-2.3
①教員活動を通じ、看護学に対する興味・関心を深化・発
展させ続ける方向で、他の教員を支援できる
教育活動と研究活動
のバランス
基盤1-3.1
①看護学に関する教育と研究が看護系大学教員としての主
要な責務であることを理解し、教育と研究に費やす時間
の配分を現実的に考える必要性を理解する
基盤1-3.2
①教育と研究に費やす時間の配分を現実的に検討し、バラ
ンスのよい教員活動を積極的に展開することができる
基盤1-3.3
①教育と研究のバランスのよい教員活動を展開する環境を
組織的に整え、他の教員を支援できる
教員活動に対する
自己評価
基盤1-4.1
①自己の経験や能力、看護職の社会的役割、自大学の置か
れた状況等を踏まえ、自己の教員活動を評価し改善する
意義と方法について知る
②教員活動を持続的に改善するためのＦＤや学習資源の存
在について知る
基盤1-4.2
①自己の経験や能力、看護職の社会的役割、自大学の置か
れた状況等を踏まえ、自己の教員活動を評価し改善する
ことができる
②ＦＤや学習資源を必要に応じて活用し、自身の教育活動
を持続的に改善することができる
基盤1-4.3
①経験や能力、看護職の社会的役割、自大学の置かれた状
況等を踏まえた、教員活動の自己評価について、他の教
員を支援できる
②ＦＤプログラムや学習資源を組織的に整え、他の教員を
支援できる
看護系大学教員とし
てのキャリア開発
基盤1-5.1
①自己の経験や能力、看護職の社会的役割、自大学の置か
れた状況、ワークライフバランス等を踏まえ、柔軟に自
身の学習ニーズやキャリアパスを検討する必要性を知る
基盤1-5.2
①自己の経験や能力、看護職の社会的役割、自大学の置か
れた状況、ワークライフバランス等を踏まえ、柔軟に自
身の学習ニーズやキャリアパスを検討し、実行に移すこ
とができる
基盤1-5.3
①経験や能力、看護職の社会的役割、自大学の置かれた状
況、ワークライフバランス等を踏まえたキャリア開発に
ついて、他の教員を支援できる
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２．看護専門職としての
基礎力
看護専門職としての
健康管理
基盤2-1.1
①自身の置かれている生活・職場環境の特徴、変化の傾向
を把握し、自分の健康との関係を理解する
②自身の24時間の生活を通して、健康の原理原則を把握
する
③成長発達の各段階における社会役割の課題、心身の変化
の特徴を把握する
④健康問題、ストレスの発生に対し、対症療法ではなく、
問題発生の根本的な原因を探る必要性を自覚する
基盤2-1.2
①生活・職場環境の特徴、変化の傾向を把握し、よりよい
健康状態に向けて、生活を調整することができる
②健康的な生活の原理原則を毎日の生活の中で検証し、外
界の変化に合わせて調整することができる
③成長発達の各段階における社会役割の課題に向けて、心
身のバランスを維持しながら、家庭生活、職業生活を継
続・発展させることができる
④健康問題、ストレスの根本原因を探り、自身と周囲の自
然・社会環境との調和が取れた状態をつくり出すことが
できる
基盤2-1.3
①生活・職場環境の特徴、変化の傾向を把握し、よりよい
健康状態に向けて、生活を調整することの意義を、学生
や他の教員に示すことができる
②健康的な生活の原理原則を毎日の生活の中で検証し、外
界の変化に合わせて調整することの意義を、学生や他の
教員に示すことができる
③成長発達の各段階における社会役割の課題に向けて、心
身のバランスを維持しながら、家庭生活、職業生活を継
続・発展させる方向で、学生や他の教員を支援すること
ができる
④健康問題、ストレスの根本原因を探り、自身と周囲の自
然・社会環境との調和が取れた状態をつくり出すことの
意義を、学生や他の教員に示すことができる
看護観 基盤2-2.1
①看護が対象者の健康を維持、促進する働きであることを
踏まえて、自身の経験を振り返り、自己の看護観を言語
化することができる
基盤2-2.2
①看護実践経験や教育経験等を統合し自己の看護観を深化
できる
基盤2-2.3
①看護実践や教育の経験を統合し看護観を深化し、教育的
観点から他の教員に示すことができる
看護専門職の社会的
役割
基盤2-3.1
①看護専門職が社会において果たすべき役割を自覚する
②最新の保健医療福祉の動向や研究成果を常に把握できる
基盤2-3.2
①看護専門職が社会において果たすべき役割を自覚し、そ
れらを意識した看護活動を展開できる
②最新の保健医療福祉の動向や研究成果を常に把握し、そ
れらを意識した看護活動を展開できる
基盤2-3.3
①看護専門職が社会において果たすべき役割を自覚し、そ
れらを意識した教員活動を展開することができるよう
に、環境を組織的に整えることができる
②最新の保健医療福祉の動向や研究成果を常に把握し、そ
れらを意識した教員活動を展開できるように、環境を組
織的に整えることができる
看護専門職としての
自律性
基盤2-4.1.2
①看護専門職としての自律性について自身の考えを述べることができる
②よりよい看護を常に追求し、自身の看護活動を自己評価し続けることができる
基盤2-4-3
①部下や後輩の自律性を尊重できる
②よりよい看護を常に追求し、自身の看護活動を自己評価
し続ける態度を、教育的観点から他の教員に示すことが
できる
看護専門職としての
倫理観
基盤2-5.1
①看護専門職としての倫理観を言語化することができる
②看護・看護学教育において生じやすい倫理的問題を知る
基盤2-5.2
①常に看護専門職としての倫理観を念頭において行動でき
る
②看護・看護学教育において生じた倫理的問題に適切に対
処できる
基盤2-5.3
①常に看護専門職としての倫理観を念頭において行動し、他
の教員のモデルとなり、他の教員に助言することができる
②看護・看護学教育において生じた倫理的問題に適切に対
処し、他の教員のモデルとなり、他の教員に助言するこ
とができる
看護実践における
スキルの重要性
基盤2-6.1
①看護実践におけるスキルの重要性を理解する
基盤2-6.2
①自身の立場で可能な範囲において看護実践スキルの維
持・向上に努めることができる
基盤2-6.3
①看護実践スキルの維持・向上のための環境を組織的に整
え、他の教員を支援できる
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２）教 育
教　　育
要　　素 レベルⅠ［知る］ レベルⅡ［自立してできる］ レベルⅢ［支援・指導、拡大できる］
１．教育者マインド 教育1-1.1
①教育が他者を支援するはたらきであることをふまえ、自
身の教育者マインドの必要性を知る
②教育者マインドとして自大学で重視する内容を知る
教育1-1.2
①教育者マインドをもっている
②教育者マインドとして自大学で重視する内容を理解して
いる
教育1-1.3
①教育者マインドの醸成を支援できる
②教育者マインドとして自大学で重視する内容を検討でき
る
　　　　　（教育者マインドの例）
・人間の尊厳と多様性を重視する人間性を育む
・多様な人々へ看護を提供できる基礎的能力を育成する
・創造性と論理性を重視した教育を実施する
・主体的に社会や看護の発展に貢献できる人材を育成する
２．カリキュラム編成 教育2-1.1
①看護学科等のカリキュラムが大学ごとの教育理念のも
と、国家試験受験資格の要件も満たす必要性を知る
②生活背景や人生経験の異なる多様な学生に、生活支援を
基盤とする看護学を教授する特徴や工夫の必要性を知る
教育2-1.2
①看護学科等のカリキュラムが大学ごとの教育理念のも
と、国家試験受験資格の要件も満たす必要性を理解して
いる
②生活背景や人生経験の異なる多様な学生に、生活支援を
基盤とする看護学を教授する特徴や工夫の必要性を理解
している
教育2-1.3
①看護学科等のカリキュラムが大学ごとの教育理念のも
と、国家試験受験資格の要件も満たす必要性について、
他の教員に助言できる
②生活背景や人生経験の異なる多様な学生に、生活支援を
基盤とする看護学を教授する特徴や工夫の必要性につい
て、他の教員に助言できる
３．入学者選抜 教育3-1.1
①自大学の特徴、地域性をふまえて、看護学科等の卒業時
到達目標やアドミッションポリシーが決定されることを
知る
②アドミッションポリシーに応じた選抜方法について知る
③アドミッションポリシーの多様な場での広報について知
る
④志願者の開拓方法について知る
⑤自大学の入試関連の組織について知る
教育3-1.2
①自大学の特徴、地域性をふまえて、看護学科等の卒業時
到達目標やアドミッションポリシーを理解している
②アドミッションポリシーに応じた選抜ができる
③アドミッションポリシーを多様な場で広報できる
④志願者を開拓することができる
⑤自大学の入試関連の組織において活動できる
教育3-1.3
①自大学の特徴、地域性をふまえた看護学科等の卒業時到
達目標やアドミッションポリシー策定ができる
②アドミッションポリシーに応じた選抜ができる環境を整
える
③アドミッションポリシーを多様な場で広報できる環境を
整える
④志願者の開拓ができる環境を整える
⑤自大学の入試関連の組織を組織できる
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４．授業運営
授業設計 教育4-1.1
①生活支援の基盤としての看護学生の生活体験把握の必要
性を知る
②学生の既習科目と学習習得状況の把握の必要性を知る
③学生のレディネスとディプロマポリシーをふまえて担当
科目の目的・目標を設定する必要性を知る
④他の科目内容、関連領域知識との関係性を把握した上
で、授業設計する必要性を知る
⑤看護概念と実際の看護現象を関連づけて理解できるよう
に教材を作成する必要性について知る
⑥最新の保健医療福祉の動向や研究成果を授業に活用する
必要性を知る
教育4-1.2
①生活支援学習の基盤としての学生の生活体験を把握でき
る
②学生の既習科目と学習習得状況の把握ができる
③学生のレディネスとディプロマポリシーをふまえて担当
科目の目的・目標を設定できる
④他の科目内容、関連領域知識との関係性を把握した上
で、授業設計できる
⑤看護概念と実際の看護現象を関連づけて理解できるよう
な教材を作成できる
⑥最新の保健医療福祉の動向や研究成果を授業に活用でき
る
教育4-1.3
①生活支援学習の基盤としての学生の生活体験把握につい
て、他の教員に助言できる
②学生の既習科目と学習習得状況把握について、他の教員
に助言できる
③学生のレディネスとディプロマポリシーをふまえた担当科
目の目的・目標の設定について、他の教員に助言できる
④他の科目内容、関連領域知識との関係性を把握した上で
の授業設計について、他の教員に助言できる
⑤看護概念と実際の看護現象を関連づけて理解できるよう
な教材を効果的に作成することについて、他の教員に助
言できる
⑥最新の保健医療福祉の動向や研究成果の授業への活用に
ついて、他の教員に助言できる
授業展開 教育4-2.1
①学習意欲を高めるために担当科目の目的・目標を明示す
る必要性を知る
②看護概念と看護現象の関連を論理的かつ臨場感をもった
説明の必要性について知る
③学生の主体的学習への支援（看護専門職の自律性を育む
点が看護学教育の特徴）の必要性を知る
④対人援助の学習時は、学生の主体性を尊重しながらも、
行為の倫理性を強調した学習支援が必要であることを知
る
⑤対人援助の演習時、学生とケア対象者との相互作用を通
して、学生の援助者としての課題を見極め、学生に必要
な学習支援をする必要性を知る
教育4-2.2
①学習意欲を高めるために担当科目の目的・目標を明示す
ることができる
②看護概念と看護現象の関連について、論理的かつ臨場感
をもって説明できる
③学生の主体的学習への支援ができる（看護専門職の自律
性を育む点が看護学教育の特徴）
④対人援助の学習時は、学生の主体性を尊重しながらも、
行為の倫理性を強調した学習支援ができる
⑤対人援助の演習時、学生とケア対象者との相互作用を通
して、学生の援助者としての課題を見極め、学生に必要
な学習支援ができる
教育4-2.3
①学習意欲を高めるたの担当科目の目的・目標の明示につ
いて、他の教員に助言できる
②看護概念と看護現象の関連の説明について、他の教員に
助言できる
③学生の主体的学習への支援（看護専門職の自律性を育む点
が看護学教育の特徴）について、他の教員に助言できる
④対人援助の学習時の、学生の主体性を尊重しながらも行
為の倫理性を強調した学習支援について、他の教員に助
言できる
⑤対人援助の演習時、学生とケア対象者との相互作用を通
して学生の援助者としての課題を見極め、学生に必要な
学習支援をすることについて、他の教員に助言できる
評価とフィードバック 教育4-3.1
①担当科目の目標に基づく学生の到達度評価について知る
②ディプロマポリシーをふまえて、各担当科目の評価を学
生へフィードバックする重要性を知る
③担当科目履修後の学生の自己学習への動機づけの必要性
を知る
教育4-3.2
①担当科目の目標に基づく学生の到達度を評価できる
②ディプロマポリシーをふまえて、各担当科目の評価を学
生へフィードバックができる
③担当科目履修後の学生の自己学習への動機づけができる
教育4-3.3
①担当科目の目標に基づく学生の到達度評価について、他
の教員に助言できる
②ディプロマポリシーをふまえて、各担当科目の評価を学生へ
フィードバックすることについて、他の教員に助言できる
③担当科目履修後の学生の自己学習への動機づけについ
て、他の教員に助言できる
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５．臨地実習指導
実習環境・体制整備 教育5-1.1
①実習目的・目標に基づき実習施設を選定する必要性を知
る
②実習施設の特徴を理解することの重要性を知る
③実習施設の関係者との連携・協働の必要性を知る
④実習環境・体制整備として、実習施設の看護職へキャリ
ア支援を行う必要性について知る
⑤実習中のインシデント・アクシデントに関する報告相
談、対処の体制を整えることの必要性について知る
教育5-1.2
①実習目的・目標に基づき実習施設を選定できる
②実習施設の特徴を理解できる
③実習施設の関係者との連携・協働をすすめることができ
る
④実習施設の看護職へのキャリア支援ができる
⑤実習中のインシデント・アクシデントに関する報告相
談、対処の体制を整備できる
教育5-1.3
①実習目的・目標に基づき実習施設選定について、他の教
員に助言できる
②実習施設の特徴の理解について、他の教員に助言できる
③実習施設の関係者との連携・協働について、他の教員に
助言できる
④実習施設の看護職へのキャリア支援について、他の教員
に助言できる
⑤実習中のインシデント・アクシデントに関する報告相
談、対処の体制について、他の教員に助言できる
臨地での柔軟な
支援方法の工夫
教育5-2.1
①学生が遭遇しうる看護現象の予測の必要性を知る
②学生の日々のレディネス把握の必要性を知る
③学生と、臨地での関係者との相互作用を把握する必要性
を知る
④関係者との役割分担を行い指導をすすめる必要性を知る
⑤実践者の判断・行動の教材化の必要性を知る
教育5-2.2
①学生が遭遇しうる看護現象を予測できる
②学生の日々のレディネスを把握できる
③学生と、臨地での関係者との相互作用を把握できる
④関係者との役割分担を行い指導をすすめることができる
⑤実践者の判断・行動を教材化できる
教育5-2.3
①学生が遭遇しうる看護現象の予測について、他の教員に
助言できる
②学生の日々のレディネス把握について、他の教員に助言
できる
③学生と臨地での関係者との相互作用把握について、他の
教員に助言できる
④関係者との指導上の役割分担について、他の教員に助言
できる
⑤実践者の判断・行動の教材化について、他の教員に助言
できる
学生の実習経験と
看護概念を関連づけ
る学習支援
教育5-3.1
①実習体験の中から、看護学の学習に必要かつ重要な場面
を教員が選定する必要性を知る
②学生の学習のタイミングを見極め、振り返りや自己学習
を促すことの必要性について知る
③学生の体験と学ぶべき看護概念を関連づけ、学生が自ら
実施・観察したことを意味づけできるよう支援する必要
性について知る
教育5-3.2
①実習体験の中から、看護学の学習に必要かつ重要な場面
を教員が選ぶことができる
②学生の学習のタイミングを見極め、振り返りや自己学習
を促すことができる
③学生の体験と学ぶべき看護概念を関連づけ、学生が自ら
実施・観察したことを意味づけできるよう支援すること
ができる
教育5-3.3
①実習体験の中から、看護学の学習に必要かつ重要な場面
の選定について、他の教員に助言できる
②学生の学習のタイミングを見極め、振り返りや自己学習
を促す支援について、他の教員に助言できる
③学生の体験と学ぶべき看護概念を関連づけ、学生が自ら
実施・観察したことの意味づけができるような支援につ
いて、他の教員に助言できる
臨地での
主体的学習への支援
教育5-4.1
①時間的制約・対象者との相互作用の影響をふまえ、事実
に基づき、自己評価を促すことで学習を支援することの
必要性について知る
教育5-4.2
①時間的制約・対象者との相互作用の影響をふまえ、事実
に基づき、自己評価を促すことで学習を支援できる
教育5-4.3
①時間的制約・対象者との相互作用の影響をふまえ、事実
に基づき、自己評価を促す学習支援について、他の教員
を助言できる
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臨地での
倫理的学習への支援
教育5-5.1
①対象者への看護を実現するために、学生のケアの不足を
補う必要性を判断し、学生に説明する必要性を知る
②学生の安全の確保の必要性を知る
③学生が自らハラスメントを予防・対処するための方法等
について指導することの必要性を知る
④インシデント・アクシデントへの注意喚起、対処等の学
生への指導の必要性を知る
教育5-5.2
①対象者への看護を実現するために、学生のケアの不足を
補う必要性を判断し、学生に説明することができる
②学生の安全の確保ができる
③学生がハラスメントを自ら予防するための対処法等を指
導できる
④インシデント・アクシデントへの注意喚起、対処等につ
いて学生に指導できる
教育5-5.3
①対象者への看護を実現するために、学生のケアの不足を
補う必要性について、他の教員に助言できる
②学生の安全の確保について、他の教員に助言できる
③学生が自らハラスメントを予防・対処する方法等につい
て、他の教員に助言できる
④インシデント・アクシデントへの注意喚起、対処等の学
生への指導について、他の教員に助言できる
６．学生支援
学生生活支援 教育6-1.1
①学生相談に必要な教員の態度・対応について知る
②学生相談の体制、教員の役割・責任範囲（委員会・専門
家との連携方法、抱え込まない等）を知る
③学生相談の必要性を知る（健康問題、メンタルヘルス、
ハラスメント、経済的困難など）
教育6-1.2
①学生相談に必要な教員の態度・対応が実践できる
②学生相談の体制、教員の役割・責任範囲（委員会・専門
家との連携方法、抱え込まない等）を理解した上で効果
的に活用できる
③学生相談の必要性を把握し（健康問題、メンタルヘルス、
ハラスメント、経済的困難など）、問題解決への支援が
できる
教育6-1.3
①学生相談に必要な教員の態度・対応について、他の教員
に助言できる
②学生相談の体制、教員の役割・責任範囲（委員会・専門
家との連携方法、抱え込まない等）について、他の教員
に助言できる
③学生相談の必要性を把握し（健康問題、メンタルヘルス、
ハラスメント、経済的困難など）、組織的な問題解決に
つなげることができる
キャリア支援 教育6-2.1
①学生の将来のキャリア形成にかかわる支援方法（多様な
看護職キャリアパス、転部・転学に関する情報伝達等）
を知る
②国家試験受験にかかわる基本的な情報（スケジュール、
出題傾向、模擬試験等）を把握できる
③看護独自の就職支援（関連情報の伝達、就職活動への助
言等）の重要性について知る
教育6-2.2
①将来のキャリア形成に関して、学生に情報提供、助言
（看護職を志望しない学生に対する支援含む）ができる
②国家試験受験にかかわる支援（関連情報の伝達、自己学
習への支援、担当科目との関連把握等）ができる
③看護独自の就職支援（関連情報の伝達、就職活動への助
言等）ができる
教育6-2.3
①将来のキャリア形成に関する学生への情報提供、助言
（看護職を志望しない学生に対する支援含む）について、
他の教員に助言できる
②国家試験受験にかかわる支援（関連情報の伝達、自己学
習への支援、担当科目との関連把握等）について、他の
教員に助言できる
③看護独自の就職支援（関連情報の伝達、就職活動への助
言等）について、他の教員に助言できる
④近隣地域、関連の保健医療福祉機関と就職に関する情報
交換を行い、他の教員に情報伝達・助言できる
国際交流の推進 教育6-3.1
①留学生への文化や生活スタイルを配慮した学生支援の必
要性を知る
②留学生にとっての日本の魅力を理解し、それを深めるた
めの支援の必要性を知る
③日本人学生に国際交流への参画を促し、支援の必要性に
ついて知る
④国際交流を組織的に実施することの必要性について知る
教育6-3.2
①留学生への文化や生活スタイルを配慮した学生支援がで
きる
②留学生にとっての日本の魅力を理解し、それを深めるた
めの支援ができる
③日本人学生に対する国際交流への参画を促進し、必要な
支援をする
④国際交流を組織的に実施できるよう協力する
教育6-3.3
①留学生への文化や生活スタイルを配慮した学生支援につ
いて、他の教員に助言できる
②留学生にとって魅力的な日本理解を深めるための支援に
ついて、他の教員に助言できる
③日本人学生に対する国際交流の参画促進、必要な支援に
ついて、他の教員に助言できる
④国際交流を組織的に実施できるよう、環境や体制を整備
する
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３）研 究
研　　究
要　　素 レベルⅠ［知る］ レベルⅡ［自立してできる］ レベルⅢ［支援・指導、推進（発展）できる］
1．研究者マインド 研究1-1.1
①研究者マインドの必要性を知る
研究1-1.2
①研究者マインドをもって研究を遂行できる
研究1-1.3
①研究者マインドの醸成を支援できる
　　　　　　　（研究者マインドの例）
・真理を追究し、偏見や先入観や世間的な常識に惑わされることのない態度
・異なる意見や他者を尊重する態度
２．研究遂行能力
看護学研究の理解 研究2-1.1
①看護学研究とは何であり、何ができるのかについて知
り、語ることができる
研究2-1.2
①看護学研究とは何であり、何ができるのかについて理解
して、研究できる
研究2-1.3
①看護学研究とは何であり、何ができるのかについて助言
できる
クリティカルシンキ
ングの使い方
研究2-2.1
①クリティカルシンキングについて知る
研究2-2.2
①クリティカルシンキングを使って研究できる
研究2-2.3
①クリティカルシンキングを推進し研究を展開する環境を
つくることができる
看護学研究の課題の
見つけ方
研究2-3.1
①看護学研究として独自性・創造性のある研究課題の設定
について知る
研究2-3.2
①看護学研究として独自性・創造性のある研究課題を設定
できる
研究2-3.3
①看護学研究として独自性・創造性のある研究課題の設定
を支援できる
分野横断的な研究の
進め方
研究2-4.1
①分野横断的な研究について知る
研究2-4.2
①分野横断的な研究に参加できる
研究2-4.3
①分野横断的な研究を企画・運営できる
研究フィールドとの
関係の取り方
研究2-5.1
①研究フィールドとの関係の取り方を知る
研究2-5.2
①研究フィールドと良好な関係を展開できる
研究2-5.3
①研究フィールドとの関係の取り方を支援し、発展できる
データの取り扱いとそ
の方法
研究2-6.1
①データの特性に合わせた適切な分析方法を知る
研究2-6.2
①データの特性に合わせて適切に分析できる
研究2-6.3
①データの特性に合わせた適切な分析を支援できる
倫理的配慮
（知的財産権，利益相反含む）
研究2-7.1
①看護学研究における倫理について知る
研究2-7.2
①看護学研究における倫理を踏まえて研究できる
研究2-7.3
①看護学研究における倫理について助言できる
看護学研究論文の書き方 研究2-8.1
①論理的な著述の仕方について知る
研究2-8.2
①論理的な著述が出来る
研究2-8.3
①論理的な著述について助言できる
研究論文のレビューの
仕方
研究2-9.1
①看護学研究論文のレビューについて知る
研究2-9.2
①看護学研究論文をレビューできる
研究2-9.3
①看護学研究論文のレビューについて助言できる
研究成果をもって看護
の現場へコミットする
研究2-10.１
①研究成果を用いて看護の現場へコミットし、研究成果を
還元することの重要性を知る
研究2-10.2
①研究成果を用いて看護の現場へコミットし、研究成果を
還元できる
研究2-10.3
①研究成果を用いて看護の現場へコミットし、研究成果の
還元について助言し推進できる
３．研究マネジメント・調整能力
時間のマネジメント 研究3-1.1
①実習や込み入ったカリキュラムの中で時間を効率的にマネ
ジメントし、研究に費やす時間を確保する必要性について
知る
研究3-1.2
①実習や込み入ったカリキュラムの中で時間を効率的にマ
ネジメントし、研究に費やす時間を確保できる
研究3-1.3
①実習や込み入ったカリキュラムの中で研究に費やす時間
のマネジメントができるように支援できる
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研究費の獲得と適切
な運用
研究3-2.1
①競争的資金の獲得に向けて、支援のもとに研究計画書を
申請できる
②研究費の適切な運用について知る
研究3-2.2
①競争的資金を獲得できる
②研究費を適切に運用できる
研究3-2.3
①大型のプロジェクト研究費を獲得し、他の教職員に助言
できる
②大型プロジェクトの研究費を適切に運用し、他の教職員
に助言できる
研究者コミュニティ
の形成
研究3-3.1
①研究者コミュニティの形成について知り、参加できる
②看護学研究における他者との協働の重要性を知る
研究3-3.2
①研究者コミュニティを形成できる
②看護学研究において他者と協働できる
研究3-3.3
①研究者コミュニティを形成し、発展させることができる
②看護学研究において他者との協働を支援し推進できる
研究環境の整備 研究3-4.1
①研究活動を促進するリソースや環境について知る
研究3-4.2
①研究活動を促進するリソースや環境を活用しながら研究
を遂行できる
研究3-4.3
①研究活動を推進するリソースや環境を整備し、研究活動
の推進を支援できる
４．普及と発信
研究のインパクト
看護学教育・実
践の質の向上
研究4-1.1
①看護学教育・実践の質の向上に対する研究のインパクト
を知る
研究4-1.2
①看護学教育・実践の質の向上に対する研究インパクトを
発信できる
研究4-1.3
①看護学教育・実践の質の向上に対して研究成果のインパ
クトを用い、社会的、政策的、国際的展開ができる
看護学研究の発展 研究4-2.1
①自身の研究が看護学研究の発展につながっていることを
知る
研究4-2.2
①自身の研究を通して看護学研究の発展に寄与できる
研究4-2.3
①自身のプロジェクト研究を通して看護学研究の発展に寄
与できる
新しい変化への
対処
研究4-3.1
①時代、地域特性と共に変化する看護学へのニーズ、関心
事を察知できる
研究4-3.2
①時代、地域特性と共に変化する看護学へのニーズ、関心
事に対応できる
研究4-3.3
①時代、地域特性と共に変化する看護学へのニーズ、関心
事への対応を支援できる
成果発信
研究成果の計画
的な普及・発信
研究4-4.1
①研究成果の計画的な普及と発信の重要性を知る
研究4-4.2
①研究成果の計画的な普及と発信ができる
研究4-4.3
①研究成果の計画的な普及と発信について助言し、推進できる
交流
研究会・学会活動 研究4-5.1
①研究会・学会活動に参加することが出来る
研究4-5.2
①積極的に研究会・学会活動できる（研究発表、論文発表
等）
研究4-5.3
①研究会・学会活動について支援でき、普及と発信の場の
育成に貢献できる
５．国際化
国際学会での発表 研究5-1.1
①国際学会に参加できる
研究5-1.2
①国際学会で発表する
研究5-1.3
①国際学会での発表への助言や発表の場をつくる（企画・
運営等）
国際共同研究 研究5-2.1
①国際共同研究の意義と方法について知る
研究5-2.2
①国際共同研究について役割を担うことができる
研究5-2.3
①国際共同研究を支援し発展させることができる（フルブ
ライト研究者の受け入れ等）
学術国際交流の推進 研究5-3.1
学術国際交流について知る
研究5-3.2
学術国際交流について役割を担うことができる（例：短期
留学）
研究5-3.3
学術国際交流を支援し発展させることができる
18
４）社会貢献
社会貢献
要　　素 レベルⅠ［知る］ レベルⅡ［自立して出来る］ レベルⅢ［支援・指導、拡大できる］
１．社会貢献のあり方 社会1-1.1
①自らの大学における社会貢献のあり方を考える
社会1-1.2
①自らの大学の理念に基づき社会貢献活動ができる
社会1-1.3
①自らの大学の理念に基づく社会貢献ができる環境を整える
２．看護現場のイノベーション
ニーズ把握の方法 社会2-1.1
①社会貢献に必要な社会の動向や社会における看護専門職
へのニーズを把握するための方法について知る
社会2-1.2
①最新の社会動向と看護専門職の果たすべき役割について
把握できる
社会2-1.3
①最新の社会動向を把握し、看護専門職が社会において果
たすべき役割を他の教員に伝えることができる
実践への適用 社会2-2.1
①研究成果の実践への活用の方法について知る
②研究の成果を社会貢献として適用する際に、必要となる
法的根拠について知る
社会2-2.2
①最新の研究成果を活用することで現場の看護のイノベー
ションに貢献できる
②法的根拠を踏まえて研究成果を社会貢献に活用できる
社会2-2.3
①最新の研究成果を活用して実践し現場の看護のイノベー
ションに貢献することについて、他の教員に助言できる
②法的根拠を踏まえて研究成果を社会貢献に活用できる
政策への提言 社会2-3.1
①社会の変革に必要とされ、その根拠となる研究成果の産
出について知る
②研究成果の政策への提言方法について知る
社会2-3.2
①社会の変革に必要とされ、その根拠となる研究成果を産
出し、政策へ提言できる
社会2-3.3
①社会の変革に必要とされ、その根拠となる研究成果を産
出して、政策に反映することができる
３．地域貢献
看護の知見の発信と
活用
社会3-1.1
①社会に貢献できる看護の知見の発信について知る
②社会に貢献できる看護の知見の活用について知る
社会3-1.2
①看護の知見を社会に発信できる
②看護の知見を用いて、社会に貢献できる
社会3-1.3
①看護の知見の発信に向けて、他の教員に助言でき、環境
を整えることができる
②看護の知見を用いた社会貢献について、他の教員に助言
でき、組織的な取り組みができる
看護系大学のリソー
スとしての役割
社会3-2.1
①地域や自治体との協働により、地域におけるリソースと
して看護系大学を活用できることについて知る
②地域貢献のための広報について知る
③役割を果たす際に地域貢献上の医療法、保健師助産師看
護師法などの法的側面、倫理的問題と起こりうるリスク
について知る
社会3-2.2
①地域や自治体との協働により、地域におけるリソースと
して看護系大学を活用できることに貢献できる
②地域貢献のための広報活動ができる
③役割を果たす際に地域貢献上の医療法、保健師助産師看
護師法などの法的側面、倫理的問題として起こりうるリ
スクに対処できる
社会3-2.3
①地域や自治体との協働により、地域におけるリソースと
して看護系大学を活用できるように環境を整える
②地域貢献のための広報について組織的な取り組みができる
③役割を果たす際に地域貢献上の医療法、保健師助産師看護
師法などの法的側面、倫理的問題として生じた問題に対処
し、リスクを最小限に出来る環境を整えることができる
産官学共同研究の
実施
社会3-3.1
①企業や行政機関との共同研究、受託研究について知る
②研究成果が産業や社会の中で活用できることについて知
る
社会3-3.2
①企業や行政機関との共同研究、受託研究ができる
②研究成果を産業や社会の中で活用できる
社会3-3.3
①企業や行政機関との共同研究、受託研究の組織が作れ、
企画・運営できる
②研究成果を産業や社会の中で活用できる環境を整えるこ
とができる
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５）運営
運　　営
要　　素 レベルⅠ［知る］ レベルⅡ［自立して出来る］ レベルⅢ［支援・指導、拡大できる］
１．組織と個人の理解
自大学・学部学科の
歴史の理解
運営1-1.1
①自らの大学および学部学科の歴史について知る
②自らの大学および学部学科の歴史について語る場に参加
することができる　
運営1-1.2
①自らの大学および学部学科の歴史について語ることがで
きる。
②自らの大学及び学部学科の歴史について語る場を作るこ
とができる
運営1-1.3
①自らの大学および学部学科の歴史について語ることがで
き、その環境を整えることができる
②自らの大学及び学部学科の歴史について語る場を作るこ
とを組織的にできる
自大学・学部学科の
理念（ミッション・
ビジョン）の理解
運営1-2.1
①自らの大学および、学部学科のミッション・ビジョンに
ついて知る
運営1-2.2
①自らの大学のミッション・ビジョンについて理解し、学
部学科のミッション・ビジョンと戦略をつくりあげるこ
とに参画することができる
運営1-2.2
①自らの大学のミッション・ビジョンについて理解し、学
部学科のミッション・ビジョンと戦略を組織的につくり
あげることができる
大学の組織体制の理解 運営1-3.1
①大学がどのような組織構成ならびに構成員により運営さ
れ、成立しているのかを知る
②委員会とその役割について知る
③意志決定機関について知る
④組織体制上のルールについて知る
⑤大学運営における情報共有の範囲について知る
運営1-3.2
①大学がどのような組織構成ならびに構成員により運営さ
れ、成立しているのかを説明できる
②委員会で役割を果たすことができる
③意思決定機関に参与できる　
④組織体制上のルールを活用した貢献ができる
⑤大学運営における情報共有ができる
運営1-3.3
①大学がどのような組織構成ならびに構成員により運営さ
れ、成立しているのかを説明できる
②委員会を組織することができる
③意思決定に参与できる
④組織体制上のルールを導くことができる
⑤大学運営における要所要所で円滑に情報共有ができるシ
ステムをつくることができる
大学の組織人として
の態度の理解
運営1-4.1
①場や状況に応じて所属する組織を意識した立場・役割を
とることについて理解できる
運営1-4.2
①場や状況に応じて、所属する組織を意識した立場・役割
をとることができる
運営1-4.3
①場や状況に応じて所属する組織を意識した立場・役割を
とれる環境を整えることができる
２．組織文化の創造
組織文化の理解・醸成 運営2-1.1
①組織文化とは何であるかについて知る
②自らも組織文化を創ることに役割を持つことについて知
る
運営2-1.2
①組織文化を理解し、それを維持発展できる行動をとるこ
とができる
②自らも組織文化を創ることに役割を果たすことが出来る
運営2-1.3
①組織文化を理解し、それを維持発展できるように環境を
整えることができる
②組織文化を創ることに、環境を整え、他者を支援し、自
らの役割を果たすことができる
自大学・学部学科の
組織文化の創造
運営2-2.1
①自らの大学・学部学科の組織文化について知る
②新たな組織文化の創造のための場について知る
運営2-2.2
①自らの大学・学部学科の組織文化の強み、弱みを自覚で
きる
②変革が必要な時、現行の組織文化で対応可能か、新たな
組織文化を創造する必要があるのか判断できる
③新たな組織文化の創造のために自由な意見を言い合える
場を作ることができる
運営2-2.3
①自らの大学・学部学科の組織文化の強み、弱みを自覚し
た上で、さらに発展できるような組織的な行動がとれる
②変革が必要な時、現行の組織文化で対応可能か、新たな
組織文化を創造する必要があるのか判断し、組織的な発
展に向けた行動がとれる
③新たな組織文化の創造のために自由な意見を言い合える
場を作ることを支援でき、発展させることができる
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３．大学組織のマネジメント
大学組織マネジメント
の基礎
運営3-1.1
①大学全体・学部学科の課題特定について知る
②課題達成に向けて自らの役割を知る
③課題達成に向けた組織化について知る
運営3-1.2
①大学全体・学部学科の課題特定（組織分析、社会動向の
理解）ができる
②課題達成に向けてビジョンと戦略の遂行に自ら行動でき
る
③課題達成に向けた組織化（組織編制、人員配置、予算策
定・獲得）が権限の範囲でできる
運営3-1.3
①大学全体・学部学科の課題特定（組織分析、社会動向の
理解）ができ、さらなる組織の発展を導くことができる
②課題達成に向けてビジョンと戦略の遂行に自ら行動で
き、他者を支援し、環境も整えることができる
③課題達成に向けた組織化（組織編制、人員配置、予算策
定・獲得）により組織の発展に向けた行動がとれる
課題遂行時の
セルフマネジメント
運営3-2.1
①モチベーションの維持について知る
②タイムマネジメントについて知る
③ワークライフバランスについて知る
④効果的なコミュニケーション（報告・連絡・相談・情報
発信）について知る
⑤自己のキャリア発達、組織におけるキャリア開発につい
て知る
運営3-2.2
①モチベーションが維持できる
②タイムマネジメントができる
③ワークライフバランスをとれる
④コミュニケーション（報告・連絡・相談・情報発信）の
スキルを効果的に活用できる
⑤自らのキャリア発達を実現でき、周囲のキャリア開発へ
の役割を一部担うことができる。
運営3-2.3
①モチベーションを維持・喚起できる環境を整える体制を
つくることができる
②タイムマネジメントができる環境を整えることができる
③ワークライフバランスについて助言でき、環境を整備す
ることができる
④コミュニケーション（報告・連絡・相談・情報発信）に
ついて、指導と環境の調整ができる
⑤教員のキャリア開発を支援できる
ハラスメント対策 運営3-3.1
①ハラスメントとその解決について知る
②ハラスメンを予防的する対策について知る
運営3-3.2
①ハラスメントの解決に動くことができる
②ハラスメントを予防する対策をとることができる
運営3-3.3
①ハラスメントの解決に向けて最善な方法に導くことがで
き、第三者の活用を含め状況に応じた環境を調整するこ
とができる
②ハラスメントを予防するシステムをつくり、環境を整え
ることができる
リスクマネジメント 運営3-4.1
①災害時や日常の危機管理行動を知り、発災時には、役割
行動をとることができる
②法制度、倫理的問題を含めて起こりうるリスクについて
知る
運営3-4.2
①日頃から災害等の危機管理行動がとれ、発災害時には役
割行動をとることができる
②法制度、倫理的問題を含めてリスクに対処し最小限にす
る行動が取れる
運営3-4.3
①日頃から災害等の危機管理行動がとれ発災時には組織的
な指揮をとれる
②法制度、倫理的問題を含めて、リスクを最小限にする環
境を整えることができる
４．組織変革時のリー
ダーシップ・メンバー
シップ
運営4-1.1
①リーダーシップのあり方と必要性について知る
②メンバーのエンパワーメントについて知る
③ビジョンの共有について知る
④権限の分権・委譲について知る
⑤自らのタイプを知り、リーダー、またはフォロアーとし
て力を発揮できるコミュニケーションスキルについて知
る
⑥看護系大学教員としてのリーダーとしての資質、メン
バーとしての自己について知る
運営4-1.2
①リーダーシップの必要性を自覚する
②メンバーのエンパワーメントができる
③ビジョンの共有ができる
④権限の分権・委譲ができる
⑤自らのタイプを知り、リーダー、またはフォロアーとし
て力を発揮できるコミュニケーションスキルを身に付け
ている
⑥看護系大学教員として職務を遂行する中でリーダーとし
ての資質、メンバーとしての資質を上げることができる
運営4-1.3
①リーダーシップを自ら発揮し、発揮できる環境をつくる
ことができる
②メンバーのエンパワーメントができ、組織的に環境を整
えることができる
③ビジョンの作成と、共有に責任を持つことができる
④権限の分権・委譲ができる
⑤自らのタイプを知り、リーダーまたはフォロアーとして
力を発揮でき、コミュニケーションの能力が向上するよ
うに環境を整えることができる
⑥看護系大学教員として次世代のリーダーとなる人財を育
成できる
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Ｑ１ 実際に、自らの大学の特徴を活かしたＦＤの企画には、
どのように活用できますか？
Ａ１ 本マザーマップでは、看護系大学教員に求められる能力の全体
が見えるので、担当者がマザーマップの項目を評価する、ある
いは、各教員個々が項目を評価したものを集めるなどして、組
織としてＦＤニーズの分析に用いることができます。項目の評
価を基に、マップの全体構成図を独自に作成し、これまでのＦ
Ｄ活動にもれはないか確認することで、企画に活かすことがで
きます。たとえば、次のような自大学に合わせた全体構成図を
作成するなど、工夫ができます。
   
Ｑ２ 大学全体で実施されている全学ＦＤとの関連は？
Ａ２ 本ＦＤマザーマップは、各大学の必要性に応じて実施される全
学ＦＤとの関連を意図して作成したものではありません。従っ
て、実際の活用に際しては、全学ＦＤと関連させつつ、各大学
それぞれの必要に応じてマップを作成し、看護系大学教員のＦ
Ｄ活動を企画・実施することができます。
Ｑ3 ＦＤを企画する上で他の看護学系大学の状況を知りた
い。
Ａ３ ＦＤプランニング支援データベースを活用すると、情報を得る
ことができるように、現在、開発中です。今後、千葉大学看護
学部、看護学研究科附属看護実践研究指導センターのホーム
ページからアクセスできる予定です。
ⅴ
活用におけるＱ＆Ａ
 
　　研究
教育
　　　基盤
　　　　社会貢献
?
?
␠ળ⽸₂ㆇ༡ ⎇ⓥᢎ⢒ ၮ⋚
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Ｑ６ ＦＤマザーマップは分量が多くて、日常の業務の中で活
用しにくい。
Ａ６ 大学または個人での活用のどちらも、教員活動に必要な能力に
焦点化して、活用することができます。たとえば、「今年度の
重点をおきたい項目」をとりだして活用することもできます。
Ｑ４ 看護学系大学で看護職の免許のない教員には活用できま
すか？
Ａ４ 本マザーマップで取り上げられている「能力」は、看護職の有
免許者、すなわち看護学系大学教員を主たる対象としたもので
すが、看護学教育に携わる看護系大学教員すべてに求められる
ものも含まれています。各看護系大学の実情に応じて、活用す
るマップや要素を適宜取捨して活用することができます。
Ｑ５ ＦＤマザーマップに示された能力は理解できるが、これ
を自分がすべて身に付けるべきと考えると途方に暮れ
る。
Ａ５ ＦＤマザーマップはスーパー教員を養成するための基準ではあ
りません。教員個々のキャリアの発展や、現在、力を入れてい
るところはそれぞれ異なるので、必要な区分や要素を選択して
活用することができます。自身が大学教員として伸ばしてゆき
たい能力を明確にすることや目標設定などに役立ちます。
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　千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践教育指導センターは、平成
22 年３月、文部科学大臣より「看護学教育研究共同利用拠点」として
認定を受けた、看護学分野としては唯一の拠点である。
　この制度は、次の趣旨に基づいている。現在の多様化する社会と学生
のニーズに応えるには、各大学において、それぞれの教育理念に基づい
て機能別分化を図り、個性化・特色化を進めながら教育研究活動を展開
してゆくことが重要である。さらに、質の高い教育を提供してゆくため
には、個々の大学の取り組みだけでは限界があるため、他大学との連携
を強化し、各大学の有する人的・物的資源の共同利用等の有効活用を推
進することにより、大学教育全体として多様かつ高度な教育を展開して
ゆくことが必要不可欠である。これらの認識から、大学間連携を図る取
り組みをより一層推進するために、平成 21 年９月に創設された。
　この趣旨のもと、平成 23 年度から、「看護学教育におけるＦＤマザー
マップの開発と大学間共同活用の促進」プロジェクトがスタートした。
　本プロジェクトは、各看護系大学から共同利用として活用されること
で、その使命を果たすことができる。そのため、「看護学教育における
ＦＤマザーマップ」と「ＦＤプランニング支援データベース」を併せて
利用し、自大学のＦＤプログラムの点検や、独自のＦＤマップの開発お
よびプログラム作成に活用していただきたい。当センターでは、共同利
用できる体制を構築することにより、各看護系大学が高等教育における
看護学教育の特徴をふまえた有効なＦＤを計画的に企画・実施・評価で
きるように支援してゆきたいと考えている。
　今後の活動としては、開発したＦＤマザーマップを複数大学で試用し、
その効果を検証した上でさらに洗練させ、平成 25 年度までに、「看護
学教育におけるＦＤマザーマップ」を開発する。平成 26 年度、27 年
度は、大学間共同活用体制の構築と展開に向けて、全国から基幹校を選
定し、ＦＤマザーマップの活用に関する研修の開始と、基幹校を中心に
ＦＤマザーマップの大学間共同活用システムを整備する。また、ＦＤマ
ザーマップを活用した看護教員の能力開発に関する情報を国際発信する
とともに、大学化の進展途上にある東南アジア地域の看護教育機関に向
けた情報提供を行い、看護学教育分野の教員の能力開発における、わが
国の国際貢献の先鞭をつける予定である。
Ⅵ
共同利用拠点について
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・アドミッションポリシー　入学者選抜方針のこと。
・ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）faculty development
　大学教員の資質を開発すること。広く教育の改善、さらには研究活
動、社会貢献、管理運営にかかわる教員団の職能開発の活動全般を指
す。授業内容・方法の改善のための研修に限らない（狭義のＦＤ）。
ＦＤは2008年の大学設置基準の見直しによって、大学院教育課程
及び、学士教育課程において実施が義務化された、教育の質的保障を
実現するために教育内容や教育方法の改革に取り組むための手段の一
つである。中央教育審議会の答申では、狭義のＦＤの定義「教員が授
業内容・方法を改善し向上させるための組織的な取り組みの総称」が
用いられており、大学設置基準では、広義にＦＤを用いている場合も
ある。（参考：中教審答申2012.8.28の用語集）。
・ＦＤマザーマップ　看護系大学において、看護学を学ぶ学生を対象に
教育活動を行う教員を対象に、看護系大学教員として備えるべき能力
を行動レベルで示した、体系的な見取り図である。看護系大学教員と
は、看護職の有免許者を中心に、看護学教育に携わる人である。看護
職の免許を有する大学教員である看護学系教員の現状から、看護職と
しての実務能力と看護を学問として教授する能力の両方を兼ね備えた
大学教員としての能力を区分しその中の要素を特定し、さらに強化す
べき能力を要素として選定した。その上で要素それぞれの能力開発の
段階をレベルとして示した。
　本マザーマップを基に、各大学が組織的な取り組みとして自大学の
ＦＤプログラムの点検や、各大学の現状から必要に応じた独自のＦＤ
マップの開発に活用できる。また、教員個人が看護系大学教員として
の能力を客観視する際にも有用なツールとなり得る。
・ＦＤマップ　ＦＤプログラムの体系表のこと。2009年に国立教育
政策研究所ＦＤer研究会によって開発された。開発の目的は、主と
して、大学教育センター等においてＦＤを専従で担当する教職員（以
下、ＦＤer：ファカルティ・ディベロッパーという）、ＦＤ委員会の
委員、管理者など、ＦＤを担当する大学関係者に、何がＦＤであるの
か、ＦＤの目標は何か、ＦＤの効果的な実施方法はどのようなもの
か、ＦＤの成果は何によって明らかになるのかについて一定の枠組み
を示すことである。
　このＦＤプログラムを体系化したものを示すことによって、各大学
の大学教育センター等において活動する、ＦＤer、ＦＤ委員会の委
員、管理者などの関係者がＦＤプログラムのあり方を検討するための
有用なツールとなり、大学教育に携わる者としての　教員のキャリア
開発を目的に設計されたプログラム（ＦＤプログラム）として、ＦＤ
の取り組みに活用されている。
（参考：国立教育政策研究所ＦＤer研究会編, 大学・短大でＦＤに携
わる人のためのＦＤマップと利用ガイドライン, 国立教育政策研究所, 
2009.）
・カリキュラム　教育目的に即して、学生の学習活動を援助するため
に、教育施設が計画的・組織的に編成した教育内容を示すもの。
Ⅶ
用語解説
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（参考：辰野千寿編：学習指導用語事典, 教育出版, 68-70, 
1988．安彦忠彦：新版現代学校教育大事典, ぎょうせい, 356, 
2002）
・区分　看護系大学教員に必要な能力を側面として示したもの。本マ
ザーマップにおける看護系大学教員に必要な能力は、基盤、教育、研
究、社会貢献、運営の５つの区分から構成される。
・クリティカルシンキング（批判的思考）　自分の思考について考える
こと。これはメタ認知であり、思考をめぐらしているとき、その思考
について考えることである。自己の推論能力と他者の推論を理解する
能力とそれに自信をもつことが重要である。計画すること、モニター
すること、認知的スキルを修正することなどであり、クリティカルシ
ンキングができる人になれば、一貫してよい選択ができるようにな
る。
・研究者コミュニティ（研究者共同体）　コミュニティは共同体、集合
体と訳され、共通の特徴を持つ集団といえる。研究者共同体には、同
僚・研究組織・機関（大学・研究所）や、学会等の研究仲間（学際
的、国際的広がりを含む）、研究費を出す組織・機関のコミュニティ
などがある。
・研究者マインド　真理を追い求めるという姿勢を持ち、偏見や先入観
や世間的な常識に惑わされることのない態度。正直さと事実の前に謙
（参考：杉森みど里, 舟島なをみ：看護教育学第５版, 医学書院, 
2012.）
・「基盤」　基盤とは、「物事を支えるよりどころ。物事の土台」（広
辞苑）であるが、ＦＤマザーマップでの「基盤」は、看護にアイデン
ティティをもつ者としての基礎的な素養（知識、スキル、マインド）
と、大学教員としての基本から構成される素養を基に看護系大学教員
の根源を形成するものをいう。看護系大学教員としての基礎力、看護
専門職としての基礎力から形成される。
・キャリア支援　専門的技能を要する職業に就く人の、職業人として、
人間的な発達も含めて成長を助けること。
・「教育」　マザーマップでの「教育」は、看護系大学教員に必要な能
力の側面として区分されたものを意味する。
・教育者マインド　看護系大学における教育者マインドとは、学生の個
人としての能力を引き出し、看護専門職としての成長に資する意図を
もって行う教育活動における、その人の考え方、姿勢、態度、信念。
・教材化　その授業のために作られたのではない素材を、教材として組
織し直し組み立ててゆくことを言う。教育目標の達成に向けて、学生
のレディネスに合わせ、かつ、知的好奇心を刺激するように、学習しや
すい形に変えること。素材は教材化されてはじめて教育的意味を持つ。
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を自己形成していく過程であると同時に、教員にとってそれを支援す
る教授活動を展開しながら、教員としての能力を開発していく過程で
あることに起因する。
　授業には様々な形態があり、主に、講義、演習、実習がある。看護
学では、臨地における実習が教育上の特徴をなしている。
＊）吉本均編：現代教授学（講座現代教育学５）, 福村出版, pp61, 
1978．
（参考：杉森みど里, 舟島なをみ：看護教育学第５版, 医学書院, 
2012.）
・組織文化　組織文化は経営学で用いられている用語だが、その定義は
研究者で異なる。「組織成員が生み出し、共有している、価値観・信
念・哲学・考え方・規範など」を指す。
　看護学における組織文化の実証研究からは、看護組織において、各
病棟には「病棟のルール」が存在しており、病棟の変革を計画する管
理者は、その「病棟文化」を理解せずに安易に看護方式を変更するよ
りも、変えようとするものがそれまで大切にしてきた要素に気づき、
段階的に必要な変化を起こしていく必要がある、とされている。
（参考：井部俊子, 中西睦子監修：看護管理学習テキスト第２版第２
巻　看護組織論, 日本看護協会出版会, 2012.）
・組織文化の創造　組織のリーダーが組織文化の創造者である。管理者
は、組織変革を試みるときに、変革に向けた戦略が自組織の文化に適
応しているかどうかを判断しなければならない。適応が難しいようで
虚であること、努力する心の向き。異なる意見や他者を尊重する姿勢
を含む。
・研究フィールド　学術研究を行う際に、テーマに即した研究活動を行
う場（現地）のこと。特に看護学研究では、研究者の目的とする研究
協力者（情報提供者）の生きた経験を把握するため、その場で生起す
る現象、これを成立させている人々や組織、しくみ等も含まれる。
（参考：モース＆フィールド著　野地有子訳：モースとフィールドの
看護研究, 日本看護協会出版会. 2012）
・講義　授業形態のうちの１つ。演習と共に学内での授業に位置づく。
講義-受容学習が原基的な授業形態とされ、教員から学生に概念を
担っている言葉を直接提示でき、概念獲得、知識習得が主要目的とさ
れる。看護学においては、知識の部分収集のような講義では不十分と
され、発問-思考学習、討議学習、発見学習、課題学習、プログラム
学習、問題解決学習など、様々な形態がとられている。特に学部教育
では、臨地実習に先行するもの、その体験の意味の深化を促進させる
ものとして、臨地実習と関連するものもある。
・授業　授業とは、「相対的に独立した学習主体としての学生の活動と
教授主体としての教員の活動とが相互に知的対決を展開する過程」＊）
であり、看護教育学においては、この過程の成立を、「教授＝学習過
程」として表現する。それは、授業が、学習者にとって学習目標達成
に向け教材を媒介にして知識や技能を獲得し、精神的・身体的諸機能
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実習（1951～67、1989～96）から呼称が変更された。
　授業としての臨地実習では、教員が看護現象を教材化する能力を持
つことが必要不可欠な要件であることを意味する。ここでの看護現象
の教材化とは、学生が臨地実習において遭遇する多様な現象の中から
実習目的・目標達成に向け効果的な現象を選択し、再構成するという
教員の教授活動を意味する。
（参考：杉森みど里, 舟島なをみ：看護教育学第５版, 医学書院, 
2012.）
・レベル　看護系大学教員の能力について発展の段階を示したもの。
　ＦＤマザーマップでは、ＦＤプログラムを実施する対象を、「レベ
ルⅠ：知る」「レベルⅡ：自立してできる」「レベルⅢ：支援・指
導、拡大できる」として分類し、能力開発の段階を示した。開発当初
は、レベルⅠを新任教員、もしくは助教、レベルⅡを講師・准教授、
レベルⅢを教授、管理者、として設定した。しかし、看護系大学にお
いては、看護実践の現場から直接教授に招聘されるなど、実践家とし
ての経験が大学教員としての経験の蓄積を示すとは限らず、必ずしも
職位とレベルが一致しないことから、各大学にとって活用しやすいよ
うに、職位から離れてレベルを想定した。各レベルは、ⅠからⅢに向
かって発展してゆくように構成されている。
あれば、戦略を変更するか、もしくは組織文化を変えなければならな
い。組織文化を変えてまで成し遂げなければならないような変革でな
ければ、戦略を変えることで対応できるが、組織変革が急務で重要課
題である場合には、組織文化の変革も必要である。組織文化を変革さ
せるためには、どのように文化つくられるのかを知っておく必要があ
る。そのためには組織の歴史を振り返り、今の組織ができてきた経緯
を知ることが大切である。
（参考：井部俊子, 中西睦子監修：看護管理学習テキスト第２版第２
巻　看護組織論, 日本看護協会出版会, 2012.）
・ディプロマポリシー　学位授与方針のこと。
・要素　看護系大学教員に必要な能力として区分を示す際に、携えるべ
き資質を項目として具体的に示したもの。看護系大学教員に必要な能
力を構成するもの。
・臨地実習　看護が行われるあらゆる場で、直接患者、家族などに接す
る実習。看護学教育における授業の一形態で、主に学外授業として実
施される。実習のカリキュラム上の位置づけは講義、演習による学科
目と同等とみなされることで、看護学教育の特徴を示す。保健師助産
師看護師学校養成所指定規則により用いられる用語。1996年（平
成８年）のカリキュラム改正時に、看護師の役割拡大に対応し、在宅
看護論の表示などから、実習の場も病院に限らず看護の対象の生活す
る場であることを強調したことで、実習（1967～89）または臨床
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Ⅷ
プロジェクト組織と活動状況
看護実践研究指導センター
北池　　正　センター長
野地　有子　教授
和住　淑子　教授
黒田久美子　准教授
宮芝　智子　特任講師
松田　直正　特任助教
１．平成23年度
１）プロジェクトメンバー　　
専門家委員（高等教育系）
川島　啓二　国立教育政策研究所高等教育研究部総括研究官
佐藤　浩章　愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室准教授
近田　政博　名古屋大学高等教育研究センター准教授
加藤かおり　 新潟大学教育・学生支援機構大学教育機能開発センター
准教授
専門家委員（看護学教育系）
松浦　和代　札幌市立大学看護学部教授
吉沢豊予子　東北大学大学院医学系研究科教授
飯岡由紀子　聖路加看護大学看護学部准教授
永山くに子　富山大学大学院医学薬学研究部教授
阿曽　洋子　大阪大学大学院医学系研究科教授
雄西智恵美　徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部教授
井手知恵子　大分大学医学部看護学科教授
正木　治恵　千葉大学大学院看護学研究科教授・研究科長
宮崎美砂子　千葉大学大学院看護学研究科教授
吉本　照子　千葉大学大学院看護学研究科教授
中山登志子　千葉大学大学院看護学研究科准教授
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２）プロジェクトの進捗状況
平成23年６月28日 キックオフ講演会　
  　 看護系大学の輝く未来を担うＦＤのあり方を
問う
　　　　  ７月22日 第１回専門家会議　
　　　 ７月～ 11月 センター教員を中心とした検討会
 　看護系大学教員に求められる能力の検討
　　　　11月17日 第２回専門家会議
 　マザーマップ枠組み案１の検討
　　　 12月～３月 センター教員を中心とした検討会
 　看護系大学教員に求められる能力の検討
 　マザーマップ枠組み案２の作成
平成24年３月８日 臨時専門家会議
 　マザーマップ枠組み案２の精錬
　　　　 ３月22日 第３回専門家会議
 　マザーマップ枠組み案２の検討
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看護実践研究指導センター
北池　　正　センター長
野地　有子　教授
和住　淑子　教授
黒田久美子　准教授
錢　　淑君　准教授
遠藤　和子　特任准教授
鈴木　友子　特任助教
２．平成24年度
１）プロジェクトメンバー
専門家委員（高等教育系）
川島　啓二　国立教育政策研究所高等教育研究部総括研究官
佐藤　浩章　愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室准教授
近田　政博　名古屋大学高等教育研究センター准教授
加藤かおり　 新潟大学教育・学生支援機構大学教育機能開発センター
准教授
専門家委員（看護学教育系）
松浦　和代　札幌市立大学看護学部教授
吉沢豊予子　東北大学大学院医学系研究科教授
飯岡由紀子　聖路加看護大学看護学部准教授
永山くに子　富山大学大学院医学薬学研究部教授
阿曽　洋子　大阪大学大学院医学系研究科教授
雄西智恵美　徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部教授
井手知恵子　大分大学医学部看護学科教授
正木　治恵　千葉大学大学院看護学研究科教授・研究科長
宮崎美砂子　千葉大学大学院看護学研究科教授
吉本　照子　千葉大学大学院看護学研究科教授
中山登志子　千葉大学大学院看護学研究科准教授
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　　　　  ２月１日 第３回専門家会議
  　 ヒアリング結果報告・マザーマップ全体構造
と枠組みの検討
 　実態調査報告
　　　　 ２月14日 センター教員を中心とした検討会
 　マザーマップ試案の確認・利用ガイドの検討
　　　　  ３月８日 センター教員を中心とした検討会
 　マザーマップ・利用ガイドver.１の確認
２）プロジェクトの進捗状況
平成24年７月20日 センター教員を中心とした検討会
 　マザーマップ「研究」枠組み案の検討
　　　　 ８月24日 第１回専門家会議　
 　 マザーマップの枠組み「教育・看護実践」「研
究」の検討
　　　　 10月２日 センター教員を中心とした検討会
 　マザーマップ開発のプロセスの説明文の確認
 　 マザーマップ「基盤」「教育」「研究」「社会
貢献」「調整」の検討
　　　　10月12日 第２回専門家会議
 　マザーマップ全体構造と枠組みの検討
　　　　11月13日 センター教員を中心とした検討会
 　マザーマップ開発のプロセスの説明文の検討
 　マップ案の検討、ヒアリング校の選定
　　  11月～ 12月 マザーマップ試案についてヒアリング（５校）
　　　　12月21日 センター教員を中心とした検討会
 　 　 ヒアリング結果報告とマザーマップ修正案
の検討
平成25年１月14日 センター教員を中心とした検討会
 　ヒアリング結果とマザーマップ修正案の検討
 　実態調査報告
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